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※「そとがき」とは外輪山を意味する古語です。
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　「訪問リハビリテーション」と聞くと、理学療法士によるリハビリを想像される方が多いのではないでしょうか。

もちろん、当院も理学療法士（３名）による訪問リハビリを行っておりますが、その他に言語聴覚士（２名）による

『ことば』や『食べること』に対する訪問リハビリも行っております。

　今回は言語聴覚士による訪問リハとはどのようなことを行っているのか、ご紹介させていただきます。

これはほんの１例です。この他にも何か食事やことばの面で何かお困りのことがあれば、担当ケアマネージャー

または阿蘇温泉病院　言語聴覚士までご相談下さい。

少しでも快適な生活を送ることができるようお手伝いさせていただきます。

ことばや食べることの
訪問リハビリテーションをご存じですか？

全国各地で新型インフルエンザの

感染拡大が続いています。

感染しないためにも各個人が

手洗い・うがいやマスク、人ごみを

避けるなど注意をすることが

大切です。

言語聴覚士が行う訪問リハビリとは…
ことばや食べることでお困りの方の自宅に伺い、ご本人・ご家族の希望をお聞きし、必要に応じて助言や

リハビリテーションを行います。

・言いたいことがうまく伝えられず、不自由さを

　感じておられる方、またはその家族

・食事または水分でムセてしまう方

・食事の介助方法やどんなものを食べさせたらよいか

　お困りの方　等

・口や舌の体操、読む・聞く・話す・書くの練習

・コミュニケーション方法のアドバイス　

・食べる訓練や食事の姿勢・食物の大きさや介助方法

・使いやすい食器（スプーンや皿など）のアドバイス　等

※訪問リハを開始するにあたっては、毎月1回かかりつけ医の診察が必要です。

内容は…具体的にどのような方が対象になるのか…

お問い合わせ・ご相談は阿蘇温泉病院　０９６７－３２－０８８１　担当：言語聴覚士　橋口まで

新しい先生をご紹介します

９月より赴任しました呼吸器内科の太田です。

クリニックレベルの診療やセカンドオピニオン外来を

主に独学で勉強していました。

（大学でもインフルエンザ脳炎を学びましたが、日本

　の大学は予防医学を軽視しすぎていたと思ったので

　臨床の場を選びました。）

よろしくお願いします。

太田 達郎医師
おおた　たつろう

※小児科・整形外科も担当されます。

また、感染拡大を防ぐため「発熱外来」を

開設しました。発熱や新型インフルエンザ

と思われる症状の方は、入口や待合室、

診察室が通常と異なりますので案内に

添って受診されて下さい。

ご不明な点などございましたら

　阿蘇温泉病院

　電話：０９６７－３２－０８８１(代)

　までお問い合わせ下さい。

くるみ幼育園では、開園した年から現在

まで地域貢献ボランティアとして、熊本

善意銀行へ使用済み切手を預託していま

す（７３回継続）。そのご縁もあり、一

般の方から善意銀行へ寄せられた手作り

の抱き人形などを、くるみ幼育園に寄贈

していただきました。抱き人形が１０体、お手玉が

２３個、飾り箱が２１個です。子どもたちも大変喜

んでおり、今後、園や病棟で大切に使わせていただ

きたいと思います。本当にありがとうございました。

ありがとうございますありがとうございます



超音波検査室（エコー室）のご紹介超音波検査室（エコー室）のご紹介
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４コマ漫画の担当は野尻史子さんです。
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　今回は本年一月に内視鏡センター内に移転いたしました超音波検査室（エコー室）をご紹介

させて頂きます。

　

エコー室は正面玄関より入って右奥の方向に位置し、リハビリ科の手前に入り口があります。

併設の内視鏡センター・阿蘇健康管理センターと共に、地域の皆様の健康増進、疾病の予防・

早期発見・及び早期治療を実践できるよう、スタッフ一同誠心誠意努力しています。

　

さて、超音波検査（エコー）をこれまでに受けたことのある方も多いとは思いますが、これ

からエコー検査について少し詳しくお話いたします。エコー検査のしくみについて簡単に説明

しますと、まずエコーの機械から超音波と呼ばれる音波（コウモリやイルカが使うものと一緒

で、人間の耳や目では超音波の存在は感知出来ません）を出して、その超音波が体中に伝わり、

内臓に当たって跳ね返ってきた超音波を機械が読みとって、モニター画面に表示させます。

その画像を見て、私たちが患者様の体の中に病気があるかどうかを判断する検査です。あくま

で画像から診断する検査ですので、癌や結石のように病気自体に形があるものや、肝硬変のよ

うに内臓自体の形が変わる病気、それから心筋梗塞のように動きに変化のでる病気などについ

てはエコーで良くわかります。しかし、逆に軽い炎症や機能不全のように形となって表れにく

い病気に関しては、診断が難しいケースがあります。

　

エコー検査の１番の長所は、検査受ける時に『痛くも苦しくもなく、体に害もない』という

ことです。ですから赤ちゃんや妊婦さん、小児やご高齢の方でも問題なく、何度も検査が可能

です。２番目の長所は、心臓・肝臓・腎臓・膵臓・子宮・卵巣・前立腺・乳腺・甲状腺・血管

・筋肉や腱など、体中いろいろな臓器を検査できることです。いろいろな診療科でたくさんの

先生方がエコー検査を診断や治療に役立てています。３番目は検査を受ける前に、特に準備も

必要なく外来受診時にすぐに検査が出来る場合が多いことです。

　

他にもまだまだ利点はありますがいかがでしょうか？この安全で手軽なエコー検査を、是非

皆様の健康の維持にお役立て下さい。

　なお、このエコー検査をご希望の場合は、おかかりの各診療科の担当医にエコー検査を希望

する旨をお伝えください。担当医が患者様の病状から判断し、エコー検査が必要であれば、検

査を受けることができます。　　　　　　　　　　　　　　　（文責　検査室室長　片山義勝）

超音波検査室（エコー室）のご紹介超音波検査室（エコー室）のご紹介

納涼祭 大盛況！納涼祭 大盛況！納涼祭 大盛況！納涼祭 大盛況！

エコー検査の様子
（通常は暗室で行います）

小児・妊婦さんＯＫ

事前準備なし

痛みなし

８月２９日、愛ライフ内牧にて恒例の納涼祭が行われました。

昼の部(利用者)、夜の部(ご家族や地域の方 )々共に大盛況で

大いに盛り上がりました。

↑職員による出し物 ↑子どもの頃を思い出して…

１０月１２日(月)　体育の日

当院が当番病院です。

内科に加え、小児科も

診療を行います。

―お知らせ―

ＯＫ！ＯＫ！


